
 

本館のアクティブ・ライフ展示は“健康”“生活”“お金のこと”３つのテーマで展示を

行っています。 

５月からは『薬膳とハーブ』 『ガーデニング』 『年金』を題材にした展示を行い、 

６月からは“生活”の展示が『スマホ』に、７月からは“お金のこと”が『相続』に変わ

ります。その他“認知症と介護”に関する展示を常設で行っています。 

。 

ぜひ、手に取ってご覧になってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＮＯ．3８ ２０２６．５ 
 鎌ケ谷市立図書館 
〒２７３－０１２４ 

鎌ケ谷市中央１－８－３５ 

TEL ０４７－４４３－４９４６ 

FAX ０４７－４９８－５１９１ 

新緑が深まり、すごしやすい季節になりましたね。 

家の近くの公園へ行き、野鳥観察をしてみてはいかがですか？ 

鎌ケ谷市初富本町にある『貝柄山公園』をご紹介します。 

この公園の中心には大きな池があり、四季を通して多くの野鳥を 

見ることができ、自然豊かな場所で人気の公園です。冬は、渡り鳥の 

カモ類も訪れ、野鳥観察のぴったりなスポットとなっています。 

みなさん、散歩してみてはいかがですか？ 

 

 

 
 

散歩が楽しくなる本をご紹介します。 

  ・『散歩が楽しくなる樹の手帳』 岩谷 美苗/著 東京書籍  

  ・『はじめての野鳥観察』 谷口 高司/監修・絵 ＪＴＢパブリッシング  

  ・『とにかく散歩いたしましょう』 小川 洋子/著 毎日新聞社  

  ・『ごきげんな散歩道』 森沢 明夫/著 春陽堂書店  

  ・『鎌ケ谷の野鳥 野鳥観察カードのまとめから』 鎌ケ谷市郷土資料館 

 



２０２６年２月より市役所の市民課側の出入口そばの郵便ポスト横に 

返却用のブックポストが設置されました。 

※視聴覚資料や他の市町村で借りた資料・大型絵本や紙芝居は 

返却することができませんのでご注意ください。 

 

『運命を変えるチャンスはなぜか突然やって来る  

直木賞作家・今村翔吾が伝えたいこと』 

今村 翔吾/著 岩波書店 

 

を読む時には一般書（大人向け）を、と思うかもしれません。シニア世代のみな

さんに少し違った角度から知的好奇大人が本心をくすぐりたいとご紹介するの

は、長年「岩波ジュニア新書」を発行している実力書店から近年刊行されている

「岩波ジュニアスタートブックス」です。中学生を対象とした学習入門シリーズ

と謳っていますが、写真や図版を多用し読みやすいレイアウトとなっており、著

者もその分野の著名人が担当しています。 

内容も時代に沿ったものから、知識の輪が広がるジャンルまで幅広く展開。 

今村翔吾さんは自身の夢の叶え方から、これからの目標を語っています。 

今村さんの力強く書かれた歴史小説を読んでいる方には違った今村さんを感じる 

ことができますよ。 
 

  

 

 

 

 

図書館の開館時間 
本館・東部分館 火曜～土曜は 9時～20時まで、日曜・祝日は 9時～17時まで 

北部・西部・南部・東初富分館  9時～16時 45分まで 

図書館休館日 
５月：７日、１１日、1８日、２５日、２９日 

６月：１日、８日、１５日、2２日、２９日、３０日 

７月：６日、１３日、２１日、２７日、３１日 

 
         

音読や朗読は認知症予防や誤嚥予防によいと言われています。

お家で音読にチャレンジしてみてください。 

今回おすすめするのは宮沢賢治の『やまなし』です。 

谷川の底に暮らすカニの兄弟がみた５月（初夏）と１２月の不思議

な光景が描かれた物語です。約５０年の長い間小学校の教科書に

載っています。 

図書館では『やまなし／いちょうの実 』（岩崎書店）で読むことが

できます。 

この機会に手に取って読んでみてください。 

上のQRコードで 

青空文庫でも読む 

ことができます。  

 


